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る■筐施’地区には200名ほどの東巴がいて、その  
うち50名は「束巴大権師」と称することができ、  
ほかに60余名の見習いもいたが、今日では、東  
巴は40名足らずで、大経師は4、5名に過ぎない  
という。これが人数の上での開披点である。   
さらに和力民の麗江県に対する調査結果は、  
「断絶」という角度からこの間砥の深刻さを物  
語っている。2001年、麗百二県にはまだ100名ほ  
どの東巴がいた。しかし、その内訳は55歳から  
64歳の者が12名、64歳から74歳の者のが73名、  
75歳から92歳の者が柑名であり、これらの東巴  
たちにとって残された年月がそれほど長くない  
ことがわかる。さらに東巴文化のレベルから言  
うなら、この100名ほどの東巴のなかに「大師」  
クラスの人物は6、7名しかいない。だから仙人  
の東巴大繚師が亡くなることは、小型の東巴博  
物館が消失するに等しいのである。   
若い世代はといえば、きわめて少数だが束巴  
大経師たちの学問を継承したいと願っている着  
たちがいる。しかし彼らは拝する師がいないこ  
とに撤儀する。そして多くの若者たちは、市場  
経済の目前の利益を急ぎ求める風潮に巻き込ま  
れ、なにごとであっても、長引く苦労や努力に  
は耐えられなくなっている。，東巴文化の学習と  
継承は、ちょうどこの風潮とは避の、まさに恒  
常的な意志の力を持たなくては不可能である。  
こうした状況が続いていけば、東巴大経師の後  
を継ぐ者がいなくなってしまい、さらには東巴  
文化も絶えて消滅してしまうであろう。   
こうした現状にもかかわらず、和力民はある  
種の異常現象が起きている事を指摘している。  
すなわち、本物の束巴が絶えず減少している－－一■・  
方で、観光地にはどこから発たのか分からない  
「自らを乗巴と称する者」が絶えず増加してい  
るのだ。彼らは似ても似つかぬ「東巴」服を着、  
読経も舞踏もお話にならないほどひどいのだ  
が、観光客のために「祭祀を公演」Lて料金を  
取り、さらには善良な人々のために「禍を祓い  
病気を治」し、もちろん金を取るのである。こ  
のようなことが続いていけば、東巴文化の真偽  
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ナシ  納西族を偉大な民族とは言わないが、聡明な  
民族であるのは確かだ。聡明な民族には必ず智  
者がいる。ならば智者はなんの役に立つのか。  
ホ 智者は民族の命運、民族の未来を思索する。和  
リー・ミン カ民こそ、納西族の智者である。彼は今、納西  
族の命運を考え、納西族の未来に訪れるかもし  
れない「禍」を未然に防ぐ活動を行なってい  
る。  
－、「憂患に生き、安楽に死す」   
なぜ和力民が「禍」を未然に防ぐ活動を行な  
っていると言うのか。この「禍」とは何か、そ  
してこの「禍」はどこから来るのか。  
リーリアン  納西族の故郷麗江は、今大いに繁栄してい  
る。古い町並みの大研鎮はユネスコの世界文化  
遺産に登録され、麗江は国内外に知られた観光  
地となり、観光客が引きもきらず訪れる。札束  
が雪のように舞い落ち、観光に支えられた国民  
経済の収入は人民元で億の単位に上る。よその  
土地の人はどれほどこれを羨み、贋江の人はな  
んと喜んでいることだろう。商売で麗江にやっ  
てきた人は、楽しくて帰るのを忘れるという。   
しかし、見識のある人たちはこの繁栄の嚢に  
隠された「禍」を見る。和力民もその｝一人であ  
る。和力民は何を見たのか。彼は納西族文化の  
核心である「東巴文化」が今、知らぬ間に消滅  
しつつあるのを見る。それはまず、束巴文化を  
精神的に担う「東巴」の数が日増しに減り、絶  
えてしまうであろうことに現れている。  
ヤシソ】ノミノ   
納西族の学者楊捷民先生の調査によると、  
中聾人民共和国成立時、凍巴文化の発祥地であ  
※元雲南民族大学数師  
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は疑うべきものである。「己の欲さざるところ  
を人に施すなかれ」、自らやりたくないのなら、  
他人に呼びかける資格などない。   
和力民は、この辺りをよく分かっている。そ  
れゆえ束巴文化を救う活動を、彼自ら始めたの  
である。和力民は1982年に雲南民族学院を卒業  
し、それ以来二十数年間ずっと束巴たちに学び  
続けてきた。100名以上の東巴に教えを求め、  
何人かの東巴大経師を師と拝した。めざましい  
研究成果をあげて婁両省社会科学院の研究員に  
なったのちも、依然として謙虚に教えを求め、  
地道に－一歩一一歩束巴学を学び、研究してきた。  
こうした努力の結果、彼は早期に東巴文に通暁  
し、すでに約600万字にのほる束巴経典を翻訳  
している。   
しかし、彼はこれに満足しなかった。彼には  
ある老来巴から学んだより深い認識があった。  
「ただ筆を動かすだけでは東巴とはいえない」、  
この老来巴の言葉は彼に大きな衝撃を与えた。   
その指すところはつぎのようである。文字の  
中だけで束巴文化を研究し、古い紙の山の中で  
暮らし、単一一の平面の中で束巴を語るなら、そ  
れは死んだ東巴文化である。真の東巴文化は生  
きたもので、生命を持ち、多次元の環境の中に  
生きている文化である。こうした生きた文化の  
体現こそ、東巴祭祀儀式にほかならない。   
和力民は言う、「末巴祭祀儀式を離れては、  
一切の東巴文化はみな静止した、生命のないも  
のになってしまう」と。それゆえ大東巴たちの  
重要な祭祀活動が行なわれるたびに、彼は必ず  
参加し、真剣に儀式に臨んだ。そして何事にお  
いても、目下の者や未熟な者に数えを請うこと  
を恥とせず、必ずその道理を理解し、かつなぜ  
そうであるのかまで知るよう努めたのである。   
現在、彼は東巴典籍を読んで理解できるだけ  
でなく、あらゆる束巴楽曲を歌い、東巴舞跨を  
踊ることができ、さらには正式な東巴祭祀儀式  
を主宰することができる。19鱒年の第一回麗江  
国際東巴芸術節において、和力民は祭天儀式を  
組織、主宰する仕事に参加した。これら具体的  
もわからなくなり、その信望も失われてしまう  
であろう。   
一世紀ほど以前、アメリカのある黒人の学者  
が「黒人がいなければ、黒人の歌はないし、黒  
人の太鼓の音色も踊りもない。それでもアメリ  
カはアメリカと言えるのか」と言ったが、我々  
も同様にこう言おう、「東巴がいなくなれば、  
束巴の歌はなくなるし、東巴の踊りもなくなる。  
つまり東巴文化がなくなったとき、それでも納  
西族は納西族と言えるのか、納西文化は納西文  
化と言えるのか」と。和力民が憂慮しているの  
はまさにこの一点であり、これこそ納西文化の  
生死存亡にかかわる大問題なのである。   
人は速い将来のことを考えないと、目の前に  
必ず思いがけない憂いが生ずる。しかし憂患に  
対処して生きるなら、安楽のうちに死すること  
ができる。納西文化が目の前の「安楽」に陶酔  
しているうちに、終には挽回することのできな  
い「思いがけない憂い」が訪れるのではないか、  
和力民はこれを憂慮し、この「禍」を未然に防  
ぐ決意を固め、眼前の太平の中で東巴文化を救  
う努力を始めたのである。  
ニ、学者束巴の「知行合一」   
東巴文化の危機が釆巴経師たちの消滅にある  
以上、東巴文化を救う活動は自ずと東巴経師た  
ちの陣営を救うことからはじめなければならな  
い。和力民はここから着手した。しかし、彼の  
切り口には独自のものがある。それは自ら始め  
たということだ。  
ンユゲ7．′チエン   
当代の大学者栄光潜先生にこんな名言があ  
る、トー芸にも通じていないのなら芸を語って  
はいけない」、すなわち具体的な芸術形式に対  
して何も知らないずぶの素人なら、芸術を語ら  
ないほうが良いということだ。そのような者が  
芸術を語っても必ずや鮎軌篭韓となり、往々に  
してぶち壊しにこそなれ、何の役にも立たない。  
さらに言うなら、民族文化の危機を救えなどと  
みなに呼びかけるだけで、自分は高みの見物を  
決め込むなら、こうした呼びかけの道徳的価値  
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の同志たちと団結し、東巴文化の復活、伝承を  
教育と結びつけるべきであると彼ほ考えてい  
た。麗江地区の車高学府である麗江教育学院の  
支持のもと、1998年6月、麗江地区委員会宣伝  
部の承認を経て、麗江納西文化研習館が正式に  
成立した。   
和力民はこの研習館の日常的な仕事を主宰す  
る。この研習館設立の重要な主旨の－一つは「納  
西古代文化の伝習」であり、納西文化の核心は  
東巴文化である。和力民は、この伝習の仕事を  
「研習」〔研究学習〕と「伝播」の二つの部分に  
分け、「東巴養成法」と「東巴理論班」の二つ  
の学習法を設けた。そしてどちらの学習址も知  
行合一の教育、学習の原則を貰いている。   
まず「研習」だが、その目的は、束巴の後継  
者を育てることであり、納西族の若者たちのた  
めに東巴牽成班を設けた。東巴茸成法は、知行  
結合の他、まず「教えありて轍なし」の原則を  
貰いており、どのような着であろうと東巴文化  
を継承する志さえあれば、ここに来て計画的に  
教育を受けることができる。ここでは、学生は  
束巴文字を学ぶだけでなく、束巴経典、東巴歌  
曲、東巴舞階を学び、さらに東巴祭祀のさまざ  
まな規則を学び、最終的に束巴祭祀儀式を主宰  
できるレベルに到達し、名実ともに東巴となり、  
納西族先民から伝えられた、この絶滅しかかっ  
た学問を継承することができるようになるので  
ある。   
つぎに「伝播」の目的は国内外に東巴文化を  
紹介することである。このため、国内外の東巴  
文化に関心のある人びとに向け、東巴文化理論  
班を開設した。東巴理論抜は、ただ東巴文化理  
論を紹介するだけでなく、束巴にかかわる知識  
を普及させ、とりわけ学習に参加した人びとに  
東巴活動の内容を実地に考察、体験できるよう  
にさせるものである。   
研習館の運営には様々な困難があり、経費の  
不足はその中で最も深刻なものであった。しか  
し、和力民は学生たちを引き連れて刻苦奮闘し、  
自ら先蔑に立ってその条件を改善していった。  
かつ実際の東巴祭祀活動において、和力民は理  
性の上から東巴文化を研究しただけでなく、さ  
らに感性の上でも東巴文化の深層にあるものを  
身をもって体験した。   
和力民は「東巴は巫術とは異なる。束巴は神  
経質なものではなく、理性的なものである。束  
巴祭祀は、人をその中に陶酔させ、神とともに  
あることを感じ、心身を愉悦させることができ  
る。また葬儀は心の中から悲しみがわいて、心  
から感動させることができる」と言う。これこ  
そ文化に村する食も深くかつ貴高の体験と悟り  
と言うべきであろう。   
こうした理由から、和力民は納西族の学者で  
あるだけでなく、－・－－－■人の真の東巴であるといえ  
る。一人の学者がこのように道理を悟ってこそ、  
自らが救うべき文化を本当に救うことができる  
のである。なぜなら、こうした境地に至っての  
み、人ははじめて本当に文化と一体になれるか  
らである。文化とは人であり、人はすなわち文  
化である。文化を救うとは自身を救うことであ  
り、自身を救うことは文化を救うことでもある  
のだ。  
三、東巴を養成し、伝承の途絶えた学問を継承  
する   
和力民は真の東巴になった。もちろんただ単  
に東巴になったという意味ではない。彼は、民  
族の文化を救うことは、絶対に－一人の能力だけ  
で完成できることではないのをよく知ってい  
る。彼が東巴となったその根本的な目的は、身  
をもって手本を示し、東巴文化を救う志を持つ  
人びとを団結させて率い、ともに東巴文化を救  
うことにある。和力民は単に納西族の智者であ  
るだけでなく、智者たちに時に欠けているある  
種の素養、すなわち地道に活動しつづける意志  
の力と組織する力を備えている。   
東巴文化に対しかなりの修養を穂んだ後の  
1997年12月、和力民は「澄江納西文化研習館」  
の建設に着手した。研習館は－一つの文化機関で  
ある以上教育棟関でもあり、それゆえ、教育界  
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彼らは自分たちで経書、法器、道具を作った。  
和力民は自ら学生を教育するだけでなく、学生  
たちとともに衣食を切り詰めた生活をして資金  
を工面し、老来巴大経師を招いて授業を行なっ  
た。   
また学生たちに実習の拠点を与えるため、  
様々な方法で各方面の応援を求め、5ケ所の道  
場を開設した。すなわち新田束方道場、文峰寺  
南方道場、汝南化什羅霊洞西方道場、白沙三栄  
聯北方道場、麗江教育学院の中央道場（同学院  
に対し報告のための上演を行うため）である。   
研習館は開設初期に5名の学生を牽成した。  
その中には、魔江盆地の農民もいれば麓江県中  
心地よりかなり遠方の貧しい山間地区の農民も  
いたが、これこそまさに東巴文化を、比較的裕  
福な地区或いはかなり貧しい地区においても、  
同じように健全に発展させるためであった。こ  
れらの学生は非常に厳しい条件下で学習した。  
麗江は寒冷地帯に属し、厳冬の三月には気候は  
厳しさを極める。しかし学生たちは毎晩12時す  
ぎまで学習した。   
学生の舶摘は、金山凍西行政村西林瓦村の  
農民で現在34歳、1995年から和力民について東  
巴文化を学んでいる。  
「私は束巴儀式を執り行うが、まだ神を見た  
ことがない。しかし、これが納西族の伝統文化  
であることを知っている。東巴文化は東巴祭祀  
儀式の中にのみ体現できる。学者たちの奮いた  
論文や収集した民間故事はみな東巴経を基礎と  
している。観光経済の角度から言えば、よその  
土地の人びとはおそらく我々より開けているの  
だろうが、それは限定的なものだ。よその土地  
の人は東巴経典を読めないし、さらには感性の  
体験が欠けている。もし寅に東巴を理解したな  
ら、われわれ納西人はおそらくもっと純粋にな  
ることができるだろう‘〕だから我々にはこの文  
化遺産を継承する義務と条件がある。老東巴は  
ますます少なくなり、時は人を待ってくれない。  
我々は、今健在の東巴の先輩たちが亡くなる前  
に、必ず彼らの学問を学び、伝承して発揚し、  
納西族の民族文化復興のために貢献しなければ  
ならない。」   
和志俸はこうした明確な認織を持っていたの  
で、きわめて努力した。彼の進歩は早く、現在  
すでに常用の東巴文字を級別し、40種類の経番  
を読み、10種以上の祭祀舞跨を踊り、祭天、焼  
天香、葬儀などの祭祀儀式を一人で執り行うこ  
とができる。  
四、東巴文化、民間に根を下ろす。   
智者の智者たる所以は、世の中に対する見方  
がより深いところにある。和力民は束巴文化の  
危機を観察したが、その見方は確かに深い。彼  
は東巴経師の断絶と完全消滅の危機を見ただけ  
でなく、「東巴民衆」すなわち凍巴数を信仰す  
る民衆の消失の危機も見た。   
東巴文化を精神的に担うものは2種類ある。1  
種類は東巴軽師であり、東巴文化の主導者、具  
体的な伝承者である。もう1種類は東巴民衆で  
あり、これは東巴文化の追随者、転化着である。  
東巴経師がいなければ、東巴文化に中心はなく  
なる。しかし、もし東巴教を信仰する民衆がい  
なければ、東巴教を転化して生きた生酒の現実  
とする民衆がいなけれぼ、東巴文化は存在の価  
値と生命力を失ってしまう。和力民の眼力のす  
ごさは、まさにこの一点に現れている。   
和力民は見た。数十年来、さまざま複雑な原  
因により、束巴文化の基本的な内包がまさに納  
西人の生活から消えかかっていて、束巴文化を  
体現する基本的な形式である各種祭祀儀式を行  
なう人がだんだん減り、納商人に忘れ去られよ  
うとしている。もし、納西人が自らの祖先が創  
造し伝承してきた束巴文化を完全に忘れ、日常  
生活を規範化している東巴文化精神と具体的な  
形式をすべて捨て去ってしまったら、その時、  
たとえ何人かの東巴が健在であったとしても、  
彼らの活動の天地がいったいどこにあると言う  
のか。東巴文化もまたどこに体現するのか。そ  
れゆえ、束巴文化を救う活動は、2つの方面か  
ら着手しなければならない。・山つは東巴経師の  
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である。  
5、伝統的な生産と生活の方式を保持している。  
二頭の牛で攣を引く耕作法、輪作、牛の数を基  
本とする農家の共同組織、さらには伝統的な  
物々交換の交易方式の名残りもある。  
6、束巴文化の基礎が比較的濃厚で、伝統的な  
束巴文化の生きた見本といえる。柑ではまだ納  
西語が通じる。歴史上、壌智対（和良資）、奴  
等好（和桂華）、疑義藤（和名魁）ら著名な東  
巴大師を輩出し、柑ではこれら束巴の象形文字  
の経典と東巴祭面巳活動を保存している。多くの  
中高年の村人が今でも束巴繚を信仰している。  
ここでは幹部から普通の村人まで、東巴文化に  
対してみな共同の認識と親近感を持ち、東巴文  
化を熱愛している。  
7、村人は中学卒莱の者が多く、全体的に文化  
のレベルが高い。彼らは東巴文化の価備を理解  
できるだけでなく、進んだ現代の人文科学と自  
然科学の知織を以って東巴文化を研究すること  
ができる。   
以上を考慮したうえで、和力民は三元柑を東  
巴文化伝承と復興を試みる拠点とした。  
納西文化生態村の建設において、和力民はも  
に二つの事柄に力を注いだ。すなわちトミ元柑  
東巴文化夜校」を設立して東巴文化活動の中核  
を養成する一方で、計画的に・・歩－・歩東巴民俗  
活動を復活させることに力を注いだ。，民間習俗  
の活動について、和力民は一一種独自の見方を持  
っていた、「文化伝承の方式は変えてもよいが、  
民間活動の習俗ほ伝統を尊重しなければならな  
い」である。   
三元村束巴文化夜校は1999年8月に設立され  
た。夜間に授業を行なうので、「夜校」と言い、  
澄江納西文化研習館の指導と管理の下■に置かれ  
た。学生は最初三元村の10人だけだったが、後  
に太安吉子汝化南村、太安天紅村、金山文紅村、  
金山蜜蜂保吉村、資峰寿南村など他の村の農民  
も入学を希望し、東巴文化夜校はその条件の許  
す範囲で学生を16人に増やした。研習館の職員  
養成、もう－－一つは東巴民衆の育成であり、こう  
して束巴文化を真の土壌、すなわち民衆の中に  
根付かせるのである。こうした東巴文化こそ、  
真の意義と現実的価値をもつ文化であり、無窮  
の生命力をもつ文化である。このことを認識し、  
和力民は東巴民衆の育成に着手した。   
もちろん、東巴民衆の育成が…一夜の間に猛烈  
な勢いでできることではないことは、和力民も  
よくわかっていた。それは幻想であり、単なる  
熱狂であり、そのような結果は必ず失敗となる。  
和力民の東巴民衆の育成の第一歩は、東巴文化  
の拠点、すなわち「東巴文化生態柑」を建設す  
ることから始まった。彼の計画ほ、点を以って  
面を動かし、柑を以って郷を動かし、最後には  
全県、全地区の東巴文化建設を動かし、壊終的  
に納西族東巴文化を全面的に復興させることを  
目的としていた。   
和力民はあらゆる面を考慮に入れ、最終的に  
麗江県金山郷貴峰行政村三元自然柑を納西東巴  
文化生態村として選択し、東巴文化伝承と復興  
を試みる拠点とした。この選択には多くの理由  
がある。  
1、三元村は元の至正2年（1368）に柑が作ら  
れて以来、今までに660年余りの悠久の歴史を  
持つ。  
2、村落の形態が完全で、環境の生態が良好で  
ある。束は貴峰山に依り、西は麗江盆地に臨み、  
南北は貴峰山の支脈である。柑の周期は林が茂  
り、泉がある。穿斉烏龍簿価）を中心とし、  
動植物資源は豊寓である。  
3、建築物が伝統的な構造を保持している。  
141戸が基本的に納西族伝統の土木瓦作りの家  
屋と「天井院落」と呼ばれる中庭を特徴とする  
構造を保持している。  
4、家族組織が健全に発展している。昔から歯  
ジ1・ンジプ  シ マ イ  
ナデl       ウセン7オ                 那得氏族、鳥森朝氏族、療智補氏族、書麻義氏  
族の4氏族があり、20世紀前半になり宗族組織  
に発展し、毎年祖宗会を開いている。このこと  
は公共の組織と空間を建設するのに有利な条件  
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式を行った、∴一三元村の16人の36歳の人たちのた  
りノト めに三多神祭祀儀式を行い、凍西西林瓦柑にお  
入 いて、素神祭面巳による東巴式婚礼を挙行した。   
このように丸まる半世紀も中断していた束巴  
民俗活動は、三元柑と付近のいくつかの村の日  
常的な生産と生活の中において次第に復活し、  
柑々の各方面の建設をも促進した。  
五、納西族の婦人は文化の沃土である   
2000年以上前、アリストテレスは女性を土壌  
にたとえた。このたとえは、もともと女性は人  
輯の生命を継承するという役割を指すものであ  
る。だが、この言い方は文化の伝承にも当ては  
めることができる。、和打民はこの道理をよく理  
解していたので、東巴戊化を救い伝承する活動  
の中で、初めて女性の役割を蔑視した学者であ  
った。東巴文化はもともと－・穂の男性文化であ  
り、男性が主導し、女件はこれにつき従うもの  
であった。しかし和力民はつぎのように考え  
た、  
「中国第一一の教育者孔子は、教えありて類なし  
とも張した。もしこれが11三しいとすれば、東巴  
文化の伝尉こおいて女性も教育を受ける権利を  
持つべきである。、しかも、－一般的に言えば、女  
惟は文化の伝承において比較的忠実であー）、移  
り気ではなく、伝統文化に対L自らも共同の処  
を特つがゆえの親近感を持ち、帰属恋敵はさら  
に強いG このことは各民族文化の保存状況の中  
でも確かな翠実である。」   
こうした認識の上にたって、和力民は－“一つの  
試み、すなわち東巴文化夜校への女性の学生の  
受け入れを決定したのである。また逆からいえ  
ばト三元村の衆巴文化情動の雰囲気に触発され  
た女性たちが、棒塵的に東巴文化を学習するこ  
とを求めるようになったともいえた。   
2003年3月、三元村女性東巴文化学習班が正  
式に発足し、第l期生として25名の女性の学生  
を受け入れた。これらの学生の中には三元柑の  
者だけでなく、ほかの村の者たちもいた、なぜ  
なら束巴文化夜校の名声はすでに脛江県全体に  
は無償で学生たちのために授業を行なった。学  
生たらはまず東巴舞踏を学び、そののち東巴文  
をより理解しやすくするために国際音標を学  
ぶ。この妓魔のとこに、東巴経典と東巴儀式の授  
業が行なわれる 。2年間の学習で、学生たちは  
14種類の東巴舞踏、5冊の束巴軽典と7種類の  
東巴祭祀儀式を学ぶ。束巴文化夜校は、それぞ  
れの学生たちが最終的に30種類の東巴舞踏と10  
種類の束巴祭祀儀式を身につけ、さらにこれら  
の儀式に必贅な経典、読経、規則、絵画などを  
学び、以後東巴文化の伝承者、発揚者となるこ  
とができるよう計画している。   
そして東巴文化夜校は実践的な活動を重視  
し、学生たちを組織してさまざまな活動を行な  
ってきた。  
1999年、魔江間際東巴文化芸術節において祭  
風儀式と舞踏を披露した。また20（氾年には、第  
1恒1観江東巴文化旅遊節と軌1J民俗旅遊節にお  
いて東巴舞踏を踊った。また玉龍山開発公司の  
ために玉髄雪山の祭神儀式を行ない、玉水寮に  
おいて束巴舞踏を踊った。蔚山郷においては  
「’香港自動車旅行団」歓迎のため、また「L星  
ラリー」の開幕式、金山郷娃党節、凱南研習所  
の碑の除幕式などでも東巴舞踏を披露した。   
これらの活動は、学／とたちに実践の中で東巴  
文化を学ばせただけでなく、社会の各界より好  
評を博し、麗江納西文化研習館と三元柑東巴文  
化夜校の名声を鳥めた日   
東巴文化活動の中核が育ってくると、三元柑  
における射巴民俗複活の活動も比較的順調に行  
なえるようになっていった。東巴文化夜校の教  
師と学生は、広範な村人たちの先頭に立ち、し  
だいに健全な東巴民俗活動を繰り広げていっ  
た。具体的には以トのような活動である。  
ヽ小．r’雪   
二元柑の烏森岡・族のために祭天活劇を行な  
い、∴元柑に伝統的な焼夫杏の祭台を復活させ  
た。三元打と漆西西林血相において伝耗的な祖  
先祭祀を複活きせたっ金山宏文柑と涼西何杯瓦  
軋一 柑において、魔神イゴをキてる儀式を行ない、太  
けト  
安郷大紋柑のために山神祭祀と一三多神祭祀の儀  
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いていけない授業もあったが、一生懸命学習し、  
すぐにみなに追いついた。   
女性学習瑳には、－一人納西族ではない特殊な  
学生がいる。リス族の泰盛籠である。彼女は怒  
江川から三元村に嫁いで来た。女性学習淡が学  
生を募ると、余麗花の夫は、彼女が納西族の文  
化を理解することによって生産や生活がより便  
利になるよう願い、彼女に代って申し込みを行  
った。余麗花自身もつぎのように述べている、  
「納酉族の村に嫁いで来たからには、もちろん  
納西文化を学ばなければならない。それに紫巴  
文化を学べば、納西語を学ぶのに大きな助けと  
なり、納西の姉妹たちに早く溶け込んで一一一体に  
なれる。」   
このように非常に積極的に学ぶので、彼女た  
ちの学習の成果は非常に顕著であった。その中  
で班長の絹脂の成横は突出していて、現在す  
でに100以上の東巴象形文字の読み番きを身に  
つけ、1年12ケ月の名称、さらには生産や生活  
の中の多くのことわざを学んだ。   
2003年9月、第2回麗江国際東巴文化節におい  
て、この女性学習班の学生たちは学習の成果を  
披露し、参加者たちから称賛を受けた。そして  
麗江古城区婦女聯合会の表彰を受け、「三八節  
民族文化伝承先進集団」の称号を授与された。   
2004年には、雲南省婦女聯合金主席抵秀英が  
三元村を訪れ、女性学習班の成果を視察し、学  
生たちとともに記念写轟を写した。澄江古城区  
婦女聯合会も、女性学習班を、古城区文化伝承  
プロジェクトのⅦ・つとした。   
さらには、女性が東巴文化を学ぶというこの  
創意とその悠久の文化的価値により、中国とヨ  
ーロッパ連合による「SUCCES（中国村落の持  
続可能発展の将来性研究）」プロジェクトは、  
女性学習珪を文化保護プロジェクトの－・つとし  
た。東巴文化の種が、納西族の女惟という沃上  
の中で発芽して根を下ろし、強い削二成長し、  
豊かな果実を実らせる、これが和力民の願いで  
ある。  
聞こえていたからである。女性学習班の授業は、  
女性たちが参加しやすいように、農閑期は週1  
回、農繁期は2週に1回余暇を利用して行なわれ  
た。主な内容は東巴文字と伝統習俗であり、具  
体的には「東巴象形文字」「納西族民間のこと  
わざと東巴経番」「納西民間歌舞楽器」「民間文  
化知識」「科学技術、法律、女性衛生健康講座」  
などである。   
かつて、納西族の女性は男性に比べ教育を受  
ける機会が少なかったからであろう、文字を知  
らない者が多かった。鳥獣虫魚、煙霧変幻の束  
巴象形文字は、彼女たちから言わせれば、もち  
ろん難しいものであったが、彼女たちは非常に  
積極的に学び、よく努力した。こうして彼女た  
ちは束巴象形文字をさらに好きになったとい  
う。39歳の学生幕i機首は、「私が最も興味があ  
るのは、絵のような文字と納西旋のことわざ。  
私たちの生活にとってとても身近で、分かりや  
すいのです。」と語っている。   
また範簸各、54歳は女性学習班の卜番上の  
姉さん」である。彼女は家では長女として、11  
歳の時から家を支えるという重い任務を背負  
い、1年間／ト学校に通っただけであった。結婚  
した後も、4人の子供の母親となり、勉強する  
機会はなかった。しかし、心の中にはいつも文  
化、とりわけ民族文化を学びたいと言う願望が  
あった。東巴文化夜校に女性学習班ができると、  
彼女は早速参加を申し出た。当初、彼女の学習  
はなかなか進まなかった。  
「私は筆を待ったこともなかったので、東巴文  
字を描くなど絵を描くようでとても難しかっ  
た。でも、一文字一文字学ぶごとに、だんだん  
知識を身につけることができたと思う。」   
和輿谷と同世代の何人かも彼女と同様であ  
り、いつも非常に真剣に学び、一昔 一昔、－←一画  
一画と、小学生のように少しもおろそかにしな  
かった。彼女たちの学習への熱意は、年齢を問  
わず非常に高かった。   
2004年5月に人草した範竜郷ま、わずか14歳  
である。皆より遅れて入学したので、貴初は付  
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助するとき、この∴つを作り出すことを重視し  
た。   
公共の空間の建設において、和力民は自然的  
公共の空間の建設を重視するだけでなく、社会  
的公共の空間の建設をも盤根した。金山郷政府  
の支持を得て、和力民はまず自然的公共の空間  
の建設の短期および長期計画を策定した。その  
中で重要なものに以下がある。   
全村の生命の源泉である労丹鴇龍渾の傍らに  
ノこLノ＿1 祭署場をつくり、署塔を立て、天香炉を設け、  
伝統的な水の祭祀儀式を通して、村民の水資源  
保護の観念と措贋を強化する。三元村の門を建  
て、村民の共同の感情を強める。公共の洗濯場  
を再建する、▲ 二元柑の中心と水槽の傍らほ、か  
って婦人たちが水を汲み、洗濯をする場所であ  
った。また何本かの村道が交わる場所であった  
ので、村民の往来が最も頻繁な場所であった。  
婦人や男惟たちほ往々にしてここでよく洗濯を  
し、休息し、おしヤベy）を楽しんだ。しかし、  
かつて設計と管理が不合理であったので、土砂  
がかなりたまって水質も清潔ではなかった。澄  
近、村ではこの洗磁場をもう－一度設計しなおし、  
清潔で実用的で美しい環境の公共の社交場にし  
ようと計画している。   
つぎに社会的公共の空間の建設においては、  
三元村の伝統的な宗族関係を利用して、宗族内  
部、各宗族間の連携を強め、調和の取れた社会  
組織を建設する－・方で、現在の東巴文化夜校お  
よび女性学習班を強化し、村民の新しい社会的  
公共の空間にする計画である。   
共同の感情をつくりだすことにおいては、和  
力民は終始東巴文化の保護と伝承を中心にし  
て、伝統的な納西族の習俗を広めているが、同  
時に継承と革新を同様に重視し、その科学的か  
つ合理的な精華を大いに発揚し、迷信的なたち  
遅れたかすの部分を取り除くよう努力してい  
る。   
具体的には東巴文化夜校を基礎とし、宗族と  
社会活動の要求に適合した東巴文化上演団を組  
織し、将来三元来巴文化伝承サービスセンター  
六、多元文化こそ世界を成す   
2001年9月、中国・ヨーロッパ連合第5次協力  
枠組み協議の精神に基づき、中国とヨーロッパ  
連合の学者が共同参画するSUCCESSプロジェク  
トが始ま′Jたr 
これは中国の6つの省において7ケ所の地点  
を選び、実験的なプロジェクトを遂行するもの  
で、和力民は【一三元柑がこの実験区の－一つとなる  
よう努力した。なぜそうしたのか、和力民はつ  
ぎのように考えていた。   
これは単に資金を得るという小さな問題では  
なく、社会発展のモデルにかかわる大きな問題  
である。これまで持続可能な発展といえば、そ  
の多くが自然生態の保誰に重きを置いていた。 
しかし、自然生態の保護には敢も重要な つの  
前提がある、それは人文生態の保護である。自  
然生態に調和した人文生態がなければ、自然生  
態の保護もその日的を適することはできない  
し、何の持続可能な発展も云々するには至らな  
い。また、自然生態は多様であり、これに適合  
した人文生態も必然的に多元的なものである。  
多元的な世界こそ、完全に美しい世界である。  
SUCCESSの核心的間髄は、まさに地球規模の経  
済m一体化の下で、文化の多元性をいかに保護、  
発展させるかということにある。三元柑の束巴  
文化の保護、発展の試みは、まさにこのプロジ  
ェクトの主要な方向性を持つものである。SUじ  
CESSは三元村の持続可能な発展を援助するこ  
とができ、逆に三元村の束巴文化の保護は、こ  
のプロジェクトに一一つの範例を提供することが  
できるのである。   
SUCCESSのプロジェクトが繰り広げられて以  
来、和力民の努力と授助の下、三元柑の人文生  
態建設は明らかな進展を見た。自然生態の保護  
にせよ人文生態の保護にせよ、その中に－・つの  
重要な課題がある、それは「公共の空間」と  
「共同の感情」を作り出すことである。公共の  
空間がなければ、人びとには集まる空間がない。  
共同の感情がなければ、人びとには精神的な絆  
がない。和力民は三元柑におけるSUCCESSを授  
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柑の持続可能な発展的建設は中国の他の実験地  
点よりw一歩先んじている。他ではまだ何を保存  
し何を改造するのかという問題を検討している  
のに、三元村はすでに保存と改良の実際の仕事  
に着手している。三元村の人文生態の保護と自  
然生態の保護活動は、世界文化の多元性の保護  
のために－】一つの成功例を提供することができ  
る。」と述べている。これこそ和力民が一せ懸  
命追求し、安堵することのできる結果である。  
（翻訳 夏字継・神奈川大学非常勤講師、  
林雅子・翻訳家）  
に発展させる。そして天の無痛巳、水の祭祀活動  
を繰り広げ、民俗民約を修訂し、合理的な伝統  
的生産方式と生活方式を保護する。同時に、現  
代的な自然科学と人文科学の概念と技術を導入  
し、村民の、すぐれた伝統的道徳に合致し、か  
つ現代社会の発展に適応した新しい共同の感情  
を育成するのである。   
このように、三元村の持続可能な発展モデル  
は、全面的で健全な発展モデルであり、現在す  
でにヨーロッパ連合の専門家たちに認められ、  
称賛を得ている。   
SUCCESSの賓任者や専門家の諸氏も、「三  
左上：三元村女性東巴学習班の授業風景  
左下：三元村女性東巴学習法（右端が和力  
民）  
右上：東巴活動を行なう和力民  
右下：東巴活動を行なう和力民（中央が和  
力民）  
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